
大きく分けて3種類のアスベストに分類して、それぞれ対応方法が変わります

レベル1では飛散させないよう密閉空間の中で作業を行います。

レベル2では飛散させないよう準密閉空間の中で作業を行います。

施工後は切断面からアスベスト粉塵が飛散しないよう袋にて密閉して処分を行います。

レベル1 施工方法例

レベル2 施工方法例



レベル3 施工方法例

レベル3ではむやみに飛散させないようなるべく原型の形で袋詰めを行います。

施工後は撤去時に欠損したアスベスト粉塵が飛散しないよう吸塵機等にて周囲の清掃を行います。

アスベストは密閉して処分を行います。


